
    講演者：  上田 泰己 先生 
      東京大学医学系研究科/理化学研究所  

         日時：  2016年6月28日（火） 18：20〜19：50 

               場所：  福浦キャンパス ヘボンホール 

     講演タイトル：「全身･全脳透明化の先に見えてくるもの 

          ～生命の『時間』の謎の解明に向けて～」 

要旨：2000年前後の大規模なゲノム配列決定を契機に分子から細胞への階層における

生命科学・基礎医学研究が変革した。ゲノムに基づくシステム科学的アプローチは分子から

細胞への階層の生命現象の理解に有効であるものの細胞から個体への階層の生命現象へ

の応用は難しい。細胞から個体の階層におけるシステム科学的アプローチを実現するため

には、細胞階層での基幹技術の確立が必要不可欠である。そこで我々は、成体組織を丸ご

と透明化し１細胞解像度で観察できる技術の開発に取り組んだ。我々が開発したCUBIC法

は、透明化が困難な血液を豊富に含む組織をアミノアルコールによる色素除去作用により透

明化することで、マウス成体全身の透明化を世界で初めて実現することに成功した（Susaki et 

al, Cell, 2014, Tainaka et al, Cell, 2014）。我々は、CUBIC法の持つパフォーマンス・安全性・

簡便性・再現性の高さをさらに生かすために、複数のサンプルを定量的に比較可能な計算

科学的な手法の開発に取り組み、取得したイメージングデータを標準臓器画像に対してレジ

ストレーションすることで、同一領域の細胞活動変化を直接比較する計算科学的な手法の開

発にも成功している。全身や各種臓器を用いた全細胞解析は、細胞と個体の階層において

システム科学的なアプローチを提供し、解剖学・生理学・薬理学・病理学などの医学の各分

野に対して、今後の貢献が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部学生、大学院生、研究者の方々、多くの方の参加をお待ちしております。 

問い合わせ：横浜市立大学医学部 分子薬理神経生物学教室 （TEL:787-2594） 

大学院医学セミナー 
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